
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
処置具挿通チャンネルに挿通された処置具の先端部分の突出方向を変えるための処置具起
上片が挿入部の先端に配置されると共に、上記挿入部の基端に連結された操作部には上記
処置具起上片を作動させるための起上片駆動機構が配置され、上記挿入部内に挿通配置さ
れた操作ワイヤにより上記起上片駆動機構と上記処置具起上片とが連結された内視鏡の処
置具起上装置において、
　

、上記起上片駆動機構と上記操作
ワイヤとの間 電気的に絶縁 ことを特徴とする内視鏡の処置
具起上装置。
【請求項２】

請求項１記載の
内視鏡の処置具起上装置。
【発明の詳細な説明】
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上記操作部内のフレームに固定された電気絶縁材からなるガイド筒内に、全体として棒
状のワイヤ駆動ロッドが軸線方向に進退自在に嵌挿配置されて、上記ワイヤ駆動ロッドは
、上記操作ワイヤの基端と連結固着された金属製の先端側金属部と、上記起上片駆動機構
側の部材と連結された金属製の基端側金属部とが、電気絶縁性の部材からなる中間絶縁部
を間に挟んで一体に連結されて構成され、それによって

が された状態で連結されている

上記操作ワイヤを上記挿入部内において全長にわたって案内するガイドコイルが設けられ
ていて、上記ガイドコイル内には全長にわたって電気絶縁性のチューブが内挿されて、そ
れにより上記ガイドコイルと上記操作ワイヤとの間が電気絶縁されている



【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、挿入部先端から突出される処置具類の突出方向を変えるための内視鏡の処置
具起上装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
側方視型内視鏡などにおいては、一般に、処置具挿通チャンネルに挿通された処置具の先
端部分の突出方向を変えるための処置具起上片が挿入部の先端に配置されている。
【０００３】
そして、処置具起上片を作動させるための起上片駆動機構が手元側の操作部に配置されて
、挿入部内に挿通配置された操作ワイヤにより起上片駆動機構と処置具起上片とが連結さ
れている。
【０００４】
そのような内視鏡において、高周波電流が流される処置具が用いられると、処置具起上片
に漏洩した高周波電流が操作ワイヤを介して操作部まで伝わり、術者が、操作部に配置さ
れた金属製の起上片操作部材等に触れたときに火傷をする恐れがある。
【０００５】
そこで従来は、挿入部の先端に配置された処置具起上片の表面や、処置具起上片と接触す
る部分の表面等を電気絶縁材により形成していた（実開昭５７－６０６０１号、実開昭６
２－９０６０２号）。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、そのように処置具起上片の表面や、処置具起上片と接触する部分の表面等を電気
絶縁材で形成する構造は、機械的強度が不足して破損し易かったり、部品加工が複雑にな
ったりするため実用的ではなかった。
【０００７】
そこで本発明は、高周波処置具を用いる際の術者の火傷防止を、実用性の高い構造によっ
て達成することができる内視鏡の処置具起上装置を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の処置具起上装置は、処置具挿通チャンネル
に挿通された処置具の先端部分の突出方向を変えるための処置具起上片が挿入部の先端に
配置されると共に、挿入部の基端に連結された操作部には処置具起上片を作動させるため
の起上片駆動機構が配置され、挿入部内に挿通配置された操作ワイヤにより起上片駆動機
構と処置具起上片とが連結された内視鏡の処置具起上装置において、起上片駆動機構と操
作ワイヤとの連結部に電気絶縁部材を介在させて、起上片駆動機構と操作ワイヤとの間を
電気的に絶縁したものである。
【０００９】
なお、起上片駆動機構において、操作ワイヤと直接連結される部材は金属製にして、その
部材と連結された部材を電気絶縁部材にすれば、操作ワイヤとの連結を半田付け等により
容易かつ確実に行うことができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は側方視型の内視鏡を示しており、可撓管によって外装された挿入部１の先端近傍に
は、挿入部１の基端に連結された操作部３からの遠隔操作によって任意に屈曲する湾曲部
４が形成されている。６は、操作部３に配置された湾曲操作ノブである。
【００１１】
挿入部１内から湾曲部４内には、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ等のような電気絶
縁性のチューブ材からなる処置具挿通チャンネル２が全長にわたって挿通されており、挿
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入部１と操作部３との連結部付近に突設された処置具挿入口７に処置具挿通チャンネル２
の基端が接続されている。処置具挿通チャンネル２の先端は、挿入部１の先端部分１ａに
位置している。
【００１２】
処置具挿通チャンネル２内には各種の処置具１００が挿通されるが、ここでは処置具１０
０として、高周波電流を通じて処置を行ういわゆる高周波処置具が挿通されている。
【００１３】
処置具１００の先端部分１００ａは、挿入部先端１ａから側方に突出するが、その突出方
向を変化させるための処置具起上片５が、挿入部先端１ａに内蔵されている。
【００１４】
処置具起上片５は、例えばステンレス鋼によって形成されて支軸を中心に揺動自在に配置
された公知のものであり、挿入部１内に全長にわたって挿通配置された操作ワイヤ２２の
先端に連結されている。
【００１５】
操作部３には、起上片操作ノブ８と、その起上片操作ノブ８を回動操作することによって
操作ワイヤ２２の基端部分を軸線方向に進退駆動するよう動作する起上片駆動機構５０が
配置されており、操作ワイヤ２２を介して処置具起上片５を遠隔的に揺動操作して、処置
具１００の先端部分１００ａの突出方向を任意に調整することができる。
【００１６】
図１は、操作部３の内部構造を一部について断面で示す側面図、図３はその正面図である
。６ａは、湾曲操作ワイヤを進退操作するために湾曲操作ノブ６によって作動する湾曲駆
動機構であり、それに沿って、起上片操作ノブ８によって作動する起上片駆動機構５０が
配置されている。
【００１７】
３６は、挿入部１内において全長にわたって操作ワイヤ２２を案内するガイドコイルの基
端部分であり、その先端は挿入部先端１ａに固定されている。ガイドコイル３６内は、全
長にわたって電気絶縁性のチューブ３７が内挿されていて、操作ワイヤ２２との間が電気
絶縁されている。
【００１８】
ガイドコイルの基端３６には金属製のストッパ５４が半田付け等によって固着されていて
、そのストッパ５４が、操作部３のフレーム３ａに固定された支持部材５５に係止されて
いる。
【００１９】
５３は、電気絶縁性の硬質プラスチックパイプ材によって形成されたガイド筒であり、操
作部３のフレーム３ａにネジ止め固定されている。ガイド筒５３内には、全体として棒状
のワイヤ駆動ロッド５１が軸線方向に進退自在に嵌挿配置されている。
【００２０】
ワイヤ駆動ロッド５１は、操作ワイヤ２２の基端と半田付け等によって連結固着された金
属製の先端側金属部５１ａと、基端側において後述する連結管５６とネジ止め連結された
金属製の基端側金属部５１ｃとが、電気絶縁性の硬質プラスチック材等からなる中間絶縁
部５１ｂを間に挟んで配置され、それらが例えば接着剤等で一体に接合連結された構成に
なっている。５２は、ガイド筒５３との間で摺動抵抗を発生させるために装着されたＯリ
ングである。
【００２１】
中間絶縁部５１ｂは、先端側金属部５１ａと基端側金属部５１ｃとの間の電気絶縁性が十
分に確保される長さに形成されており、先端側金属部５１ａに高周波電流が通じていても
その影響が基端側金属部５１ｃに及ばないようになっている。
【００２２】
ワイヤ駆動ロッド５１の基端側（即ち、基端側金属部５１ｃの基端側）には連結管５６が
ネジ止め連結されていて、さらにその先にピン５７を介して回転自在に連結されたリンク
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５８が、起上片操作ノブ８によって駆動されるように配置されている。
【００２３】
このような構造により、起上片操作ノブ８を操作すると、起上片駆動機構５０を介して操
作ワイヤ２２がガイドコイル３６内で進退し、挿入部先端１ａに配置された処置具起上片
５が揺動して、処置具１００の先端部分１００ａの突出方向を変化させることができる。
【００２４】
そして、操作ワイヤ２２が、操作部３に配置された起上片駆動機構５０及び起上片操作ノ
ブ８等に対して電気的に絶縁されているので、処置具１００として高周波処置具が用いら
れて処置具起上片５に高周波電流が漏洩したような場合でも、操作部３を持つ術者が火傷
を負う恐れがない。
【００２５】
【発明の効果】
本発明によれば、起上片駆動機構と操作ワイヤとの連結部に電気絶縁部材を介在させて、
起上片駆動機構と操作ワイヤとの間を電気的に絶縁したことにより、高周波処置具が用い
られて先端の処置具起上片に高周波電流が漏洩したような場合でも、起上片駆動機構には
高周波電流が伝わらないので、操作部を持って操作する術者が火傷を負う恐れがない。
【００２６】
そして、先端の処置具起上片や挿入部内の操作ワイヤ等に電気絶縁処置を施す必要がない
ので、強度的問題や組み立て上の問題が発生せず、高い実用性を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の操作部の内部構造の側面一部断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す外観図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の操作部の内部構造の正面一部断面図である。
【符号の説明】
２　処置具挿通チャンネル
３　操作部
５　処置具起上片
８　起上片操作ノブ
２２　操作ワイヤ
５０　起上片駆動機構
５１　ワイヤ駆動ロッド
５１ａ　先端側金属部
５１ｂ　中間絶縁部（電気絶縁部材）
５１ｃ　基端側金属部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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